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○科学技術

○両分野の

イノベーシ

・イノベー

・オープン

・モノづく

・高齢化に伴

・科学技術基

 【〈科学技

・「あいち産

あいち科学

あいち科学

施策の柱４ 

○中小企業

 ・外国出願

○知財経営

 ・重点研究

開発成果

科学技術

あいち科学

目標

施策の柱１ 

○「知の拠

  ・あいち

証研究

・知的所

口等を

○産学行政

  ・企業の

点の設

学術・研究開

知財ビジネス

の創造や知

施策の相互

ションの推

ション創出

イノベーシ

りと知的コ

伴う人口構

基本法や知

技術〉第１期科

産業労働ビ

学技術・知

学技術・知

知財経営に

業のグローバ

願費用の補助

営による中小

究プロジェクト

果から知的財

術・知的財産

学技術・知

標：「産業首都

 イノベーシ

点あいち」を

シンクロトロン

究エリアの整備

所有権センタ

を活用した中

政による研究

の先端工場や

設置促進、研

開発機関事業

スマッチングに

知的財産の

互連携を進

推進と知的財

出に向けた

ションや情

コンテンツ

構造の変化

知的財産基

科学技術基本

ジョン 201

知的財産ア

知的財産ア

によるモノづ

バル展開支援

助、ジェトロや

企業力の強

トの成果や新

財産の活用等

産分野をと

知的財産ア

都あいち」

ションを創出す

を始め研究開

ン光センター

備・運用など

ーや産業デ

小企業等の

究開発拠点の

や研究施設等

研究開発型ベ

所数の全国シ

によるライセン

活用等によ

め、①産学

財産の創出

世界的な競

報通信技術

が分野横断

と社会の成

本法を踏ま

本計画（199

16-2020」の

アクション

アクション

づくり力の強化

援 

やあいち国際

強化 

新あいち創造

等に取り組む中

とりまく現

アクション

の実現に向

する基盤づくり

開発支援拠点

ーの機能強化

ど「知の拠点あ

デザイントライア

支援 

の集積促進 

等の立地支援

ベンチャーの創

シェア 5.5％程

ンス契約件数

よるイノベ

学行政が連

出・集積・活

競争の激化

術とモノづ

断的に複雑

成熟化  

まえ個別に

9～2005）、第

の個別計画

プラン 20

プラン 20

化 

際ビジネスセン

造研究開発補

中小企業支援

状と課題 

プラン 20

向けた「イノ

り 

点の整備 

化やあいち新

あいち」の基

アルコア、知

援、大学等の

創出・育成 

程度（～2020）〈

10 件（～2020

あい

ベーションを

連携したイノ

活用の「好

化 

づくりの結合

雑に絡み合う

等 

策定してき

第２期科学技

画として、科

16－2020

16－2020

ンター等との連

補助金等の研

援 

16－2020

ノベーション

新エネルギー

基盤整備 

知財総合支援

の先端研究拠

〈2012：5.0％〉

0）〈2015 新規

いち科学

を通じた課

ノベーショ

好循環」に

合の進展 

う産業構造

きた「科学

技術基本計画

科学技術や

0 について

施策

0 の施策の

連携 

研究

○地

○地

0 の基本的

ンあいち」の

ー実

援窓

拠 

〉 

施策

○研

 ・

○「

製

・

○特

○知

 ・

県内

規〉 地域

学技術・知
～「イ

課題の克服が

ン創出基盤

より、地域

造の進展 

学技術」と

画（2006～20

や知的財産分

て 

策の柱５ 知

の方向性と

地域ブランド

・中小企業応

サービス開発

地域資源の

・県が開発し

的な考え方

の推進 

策の柱２ 産

研究推進・支

科学技術交

「知の拠点あ

製品開発の

・次期重点研

特区制度等

知財ビジネス

特許活用コー

内理工系大学

域団体商標新

知的財産ア
イノベー

がこれまで

盤の整備や

域の競争力

「知的財産

010）、「知の

分野で本県

知財を活用し

と主な取組

ド化に対する

応援ファンドや

発支援 

権利化促進

した新品種や

方 

産学等の協働

支援団体の機

交流財団の研

あいち」を核

推進 

研究プロジェ

の活用による

スマッチング

ーディネーター

学等の共同研

新規出願件数

あいち産

アクション
ションあ

で以上に重要

や機能の強化

を高め、「

産」分野の計

拠点基本計

県が中長期

した地域力の

組 

る支援など地

やふるさと名

進やデザイン

や新技術の知

働・連携を推

機能強化、研

研究支援機能

とした産学行

クトや公募型

る実証研究環

グなどのオープ

ーによるシー

研究数 1,300 件

数 5 件（～2020

計画期間

産業人材

ンプラン２
いち」の

要となる中

化、②創出

産業首都あ

計画につい

計画」（2007～

的に実施、

の強化 

地域資源の発

物応援事業

による高付加

知的財産権の

・イノベーシ

・重点分野

・特許やブ

・次代の愛

進する仕組

研究交流・連

能の充実 

行政による研

型研究プログ

環境等の整

プンイノベー

ーズ・ニーズ発

件/年度〈2011

0）〈2011-14：2

間：2016 年

２０１６－
推進～

中、「科学技

出・集積され

あいち」の

いて、両分野

～2015）  〈知

推進すべ

発掘・活用・発

業補助金等に

加価値化への

の取得促進

ション創出を

野を設定し産

ブランド等知的

愛知のモノづ

みづくり 

携活動の推

研究開発・中

グラムの実施

備 

ーションの促進

発掘やマッチ

-14 平均：1,1

2 件〉 

年度～2020

－２０２０の

技術」分野と

れた知的財

実現を目指

野の施策を

知的財産〉あ

き施策の方

発信 

による商品・

の支援等 

を推進するた

産学行政が連

的財産面か

づくりを担う人

推進 

中小企業等の

進 

ングイベント

60 件〉 

0 年度（５年

の概要 

と「知的財

財産を活用

指す。 

を一体的に推

あいち知的財

方向性や取

○次

 ・「知

 サ

○知

 ・「愛

ため、ハード・

連携した取組

らの中小企業

人材の育成・確

の

施策の

○次

・

・

・

・

・

・

ロボッ

県内の

年間） 203

財産」分野の

した企業の

推進してい

財産創造プラ

組を示す。

横断的な

代を担う科学

知の拠点あい

サイエンスハイ

財を大切にす

愛知の発明の

ソフト両面か

組を推進するこ

業や地域の取

確保や知を生

の柱３ 重点

次世代成長分

次世代自動

航空宇宙分

ロボット分野

健康長寿分

環境・新エネ

ＩＣＴ，ＩｏＴ，

ット製造業の製

の研究者数・技

0 年頃の社

の施策を車

の取組の支援

いくプラン

ン（2004～2

 

な施策 知を

学技術人材の

いち」におけ

イスクールな

する機運の醸

の日」の周知

からその基盤

ことが重要 

取組への支

生み、育て、

点分野におけ

分野における

動車分野 

分野 

野 

分野 

ネルギー分野

「標準化」分

製造品出荷額

技術者数 154

社会経済を

車の両輪と

援、③その

として策定

010）、新あい

を生み、育て

の育成支援 

る計測分析機

など先進的理

醸成、知財教

知や少年少女

盤となる高度な

援が必要 

活かす地域

ける研究開発

る研究プロジ

野 

野  等 

額等国内シェア

4,000 人（～20

を展望し、2

して、一体

の担い手の育

定。 

いち知的財産

て、活かす人材

機器実習等

理数教育の実

教育、モノづ

女発明クラブ

な研究開発環

域づくりが重要

発・社会実装

ジェクトの推進

ア 30％(2020)〈

020）〈2010：1

2020 年を

体的に推進。

育成・確保

産プラン（201

材・地域づく

の実施やスー

実施 

くり教育の充

の活動促進

環境の整備

要

の推進 

進 

〈2013：21.9％

53,500 人〉 

目標年次と

。 
保を通じた

11～2015）】

り 

ーパー 

充実 

 

が必要 

％〉 

とする 


